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　◆有意義な集まりだと思います。この様な会にもっともっと若い人達が関心をもってくれることを願っています。私達は今、ここで、出来ることをやっていくだけなのでしょう。（国領・大土洋）


　◆教科書問題の重要性を認識しました。今年も歴史・公民教科書について意見を出しましたが、この運動は益々重要になっていくと思います。


　　　（佐須・山口忠弘）


　◆大変良いテーマを取り上げています。このまま続けて下さい。


　　　　　　（無記名）


　◆今書店では司馬の「菜の花」で大騒ぎですが、井上靖の「おろしあ国漂流譚」に出てくる伊勢の白子の浜の菜の花の方が私は印象に残ります。ロシアによる漂流民の保護は伝統があり、この小説の主人公大黒屋幸太夫はロシアに助けられ友好に励みながら当時のロシア皇帝エカテリーナ二世に帰国を願い出るという点日露戦争の英雄たちの底の浅さと比べようもありません。お話の四大節にも苦しめられましたが、三月十日の陸軍記念日、五月二十七日の海軍記念日にも嫌な思い出があります。「肉弾」という旅順二〇三高地で乃木の誤った指揮で命を失った兵士のことを細かく描写した退役軍人桜井忠温の小説と、「此の一戦」という退役海軍軍人水野成徳による対馬沖海戦（日本海海戦）での、軍艦という逃げようのない空間での日ロ両軍の闘いの悲惨さを書いた小説を小学校上級生で読んだ私は、この二つの記念日も嫌な思いで過ごしました。特に三月十日はいわゆる奉天大会戦の勝利と言われますが、この闘いは薄氷を踏む勝利というよりほとんど負け戦だった、戦死者より脚気で斃れた兵士の方が多く、ロシア側の方が優勢だったといわれます。アメリカの仲介でポーツマスで平和交渉を行った日本の代表小村寿太郎は帰国すると怒った群衆に焼き打ちされ、日比谷公園の松本楼は焼けてしまったという史実があります。


　　（多摩川・高畠雅映）


　◆最近になって「先進国面をするな。途上国以下じゃないか」と感じることの多い日本です。知らない間に、そのつもりになっていた自分を意識しています。今日のお話で洗脳のいきさつを、はっきり知る事が出来ました。これは現在も続いていると考えます。日本政府は都合の悪い事は外国の優れている面を国民に知らせようとしません。一等国のほとんど、途上国の中でも「医療、教育は全国民無料が実現している」「最低年金の保証も実現している」「ほとんどの職種で『休暇年』制度が採用され労働者の権利が守られている」などなどを知らない日本人は多いです。世界の中の日本の実態を認め、謙虚に反省するところから出直さなければ･･･と考えたことでした。それにつけても、扶桑社、自由社の教科書採択にはもっと厳しい対応が必要と思います。（上石原　鵜澤希伊子）


　◆一八九〇年の教育勅語以来、教育によって一等国意識を植え付けることに懸命になって五五年、日本は敗戦を迎えた。現憲法が公布されてから五二年。即位二〇年を迎えて三万人が皇居前広場に集まった。憲法集会では決して集まらない人数だ。敗戦までの五五年間の教育の影響はかくも強かったのか？


　　　（狛江市　Ｋ．Ｈ）








09年11月例会


明治史を考える


｢一等国｣意識はいか


に形成されたか？





発足５周年のつどい


｢100人の村｣から憲法が見えた


　日時：１２月１１日(金) 18時開場、18時30分開会


　　場所：たづくり「くすのきホール」(調布駅南口)


　　参加費：５００円（チケット頒布中です）


 ● 池田香代子さんのお話


ドイツ文学者、「世界がもし100人の村だったら」の編著者


 ● 作曲家・ピアニスト 島筒英夫さんの演奏











新安保50年と鳩山内閣


　　日時：１月30日(土) 13時30分～


　　場所：たづくり「１１０２」号室(調布駅南口)


　　参加費：３００円


 ● 半田滋さん（東京新聞）に発題を依頼中

















　皆さんお元気ですか。私も元気で被爆証言と核兵器廃絶を世界中に訴えています。何処も大歓迎して下さいます。日本の街よりよっぽど理解があります。遊説・交流に行かない時は、毎日、6時半からラジオ体操、6時45分から般若心経を朗読し、7時からデッキで10分間ウォ－キング、朝食をして、8時半から被爆者のミーチングが約30分有り、その後、講演会・学習会・各種発表会・報告会・折鶴作り・反省文・感想文作り・等忙しくて、一日が瞬く間に過ぎて仕舞います。（以下、9月22日から11月13日までの、講演、交流、見学etc.の報告）。あとイースター島（チリ）、パペーテ（タヒチ）、アビア（サモア）の３ヶ所が残っています。12月11日には横浜に帰港の予定です。お正月にお会い致しましょう。


（全文はホームぺージで）�











